
船舶事故等調査報告書 

平成２７年２月２６日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２０１４仙第９１号 

事故等種類 転覆 

発生日時 平成２６年１０月１５日 ０５時００分ごろ 

発生場所 宮城県気仙沼市蔵内
くらうち

漁港東方沖 

気仙沼市所在の蔵内港弁天島防波堤仮設灯台から真方位０９０° 

１００ｍ付近 

（概位 北緯３８°４５.２′ 東経１４１°３１.９′） 

事故等調査の経過 平成２６年１０月３０日、本事故の調査を担当する主管調査官（仙

台事務所）を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

漁船 第七福
ふく

善
よし

丸、０.８トン 

 ＭＧ３－４６９７４（漁船登録番号）、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

 死傷者等 なし 

 損傷 船外機が濡損 

 事故等の経過 本船は、船長が１人で乗り組み、蔵内漁港東方沖を漁場に向けて航

行中、平成２６年１０月１５日０５時００分ごろ転覆した。 

船長は、海に投げ出され、転覆した本船の船外機につかまっていた

ところ、後から出漁した僚船の船長に０５時３０分ごろ発見され、同

船に救助された。 

本船は、別の僚船にえい
．．

航され、蔵内漁港に入港した。 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 東、風力 １、視界 良好 

海象：うねり 波向北東、波高約３.０ｍ、潮汐 上げ潮の中央期、

海面水温 約１８～２１℃ 

日出時刻：０５時４２分ごろ 

 平成２６年台風１９号は、１０月１４日、東北地方南部を通過して

三陸沖に抜け、温帯低気圧になっており、本事故時、気仙沼市には、

波浪注意報が発表されていた。 

 その他の事項 本船は、和船型で船外機を備えていた。 

船長を救助した僚船の船長は、出漁前に波の状況を見たところ、う

ねりがあり、白波も立っていたので、波の状況を見ながら航行できる

よう、明るくなってから出漁した。 

海図Ｗ１０４７によれば、本事故発生場所付近の水深は、５ｍ以下

である。 

船長は、救命胴衣を着用していた。 



分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

なし 

あり 

 本船は、蔵内漁港東方沖を航行中、転覆したものと考えられるが、

船長から情報が十分に得られなかったため、転覆に至った状況を明ら

かにすることはできなかった。 

原因 本事故は、夜間、本船が、蔵内漁港東方沖を航行中、転覆したこと

により発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

・台風の通過などにより、波浪の強まりが予想される場合には、波

浪の状況を確認できるよう、明るくなってから出港すること。 

 


